










































































































































































































































写真管理基準 

（適用範囲） 

１ この写真管理基準は、施工管理基準８ その他に定める工事写真の撮影に

適用する。 

 

（工事写真の分類） 

２ 工事写真は以下のように分類する。 

 

 

（工事写真の撮影基準） 

３ 工事写真の撮影は以下の要領で行う。 

（１） 撮影頻度 

工事写真は、別紙撮影箇所一覧表に示す「撮影頻度」に基づき撮影

するものとする。 

（２） 撮影方法 

工事写真の撮影にあたっては、次の項目のうち必要事項を記載した

小黒板を文字が判読できるよう被写体とともに写しこむものとする。 

ただし、使用する小黒板の大きさ等を変更する場合には、監督員と

協議し、承諾を得ること。 

①  工事名 

② 工種等 

③ 測点（位置） 

④ 設計寸法 

⑤ 実測寸法 

⑥ 略図 

小黒板の判読が困難となる場合は、「愛知県デジタル写真管理情報

基準(案)」に規定する写真情報（写真管理項目－施工管理値）に必要

事項を記入し、整理する。 

また、特殊な場合で監督員が指示するものは、指示した項目を指示

工事写真 

着手前及び完成写真（既済部分写真等を含む） 
 施工状況写真 
安全管理写真 
使用材料写真 
品質管理写真 
出来形管理写真 
災害写真 
事故写真 
その他（公害、環境、補償等） 
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した頻度で撮影するものとする。 

（３） デジタル工事写真の小黒板情報電子化 

ア 請負者は、デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、

工事契約後、監督員の承諾を得なければならない。なお、情報共有

システムを利用する場合は、事前協議のチェックシートで承諾を得

ることとする。以下についても同様とする。 

イ 請負者は、デジタル工事写真の小黒板情報電子化の導入に必要な

機器・ソフトウェア等（以降、「使用機器」という。）については、

工事施工管理基準「写真撮影箇所一覧表」に示す項目の電子的記入

ができること、かつ信憑性確認（改ざん検知機能）を有するものを

使用しなければならない。 

 なお、信憑性確認（改ざん検知機能）は「電子政府における調達

のために参照すべき暗号のリスト(CRYPTREC 暗号リスト)(URL

「https://www.cryptrec.go.jp/list.html」)に記載している技術を

使用していること。 

 また、請負者は、監督員に対し、工事着手前に使用機器について

提示しなければならない。 

ウ 請負者は、２項の使用機器を用いてデジタル工事写真を撮影する

場合は、被写体と小黒板情報を電子画像として同時に記録してもよ

い。小黒板情報の電子的記入を行う項目は、工事施工管理基準「写

真撮影箇所一覧表」による。ただし、高温多湿、粉じん等の現場条

件の影響により、対象機器の使用が困難な工種については、使用機

器の利用を限定するものではない。 

エ 工事写真の取扱いは、写真管理基準及び愛知県デジタル写真管理

情報基準(案)に準ずるが、３項に示す小黒板情報の電子的記入につ

いては、愛知県デジタル写真管理情報基準（案）「6.写真編集等」

で規定されている写真編集には該当しない。 

オ 請負者は、３項に示す小黒板情報の電子的記入を行った写真（以

下「小黒板情報電子化写真」という。）を工事完成時に監督員へ納

品するものとする。 

 なお、納品時に請負者は

URL(http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html)のチェ

ックシステム（信憑性チェックツール）又はチェックシステム（信

憑性チェックツール）を搭載した写真管理ソフトウェアや工事写真

ビューアソフトを用いて、小黒板情報電子化写真の信憑性確認を行

い、その結果を併せて監督員へ提出しなければならない。 

 また、提出された信憑性確認の結果は、監督員が確認するものと

する。 
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（ICT 活用工事） 

４ ICT 活用工事の撮影頻度及び撮影方法は、同写真管理基準のほか、愛知県

建設局の定める「ICT 活用工事実施要領」の規定による。 

 

（写真の省略） 

５ 工事写真は以下の場合は省略するものとする。 

（１） 品質管理写真について、公的機関等で実施された品質証明書を保管

整備できる場合は、撮影を省略するものとする。 

（２） 出来形管理写真について、完成後測定可能な部分については、出来

形管理状況のわかる写真を工種ごとに１回撮影し、後は撮影を省略す

るものとする。 

（３） 監督員が臨場して段階確認した箇所は出来形管理写真の撮影を省略

するものとする。 

 

（写真の仕様等） 

６ 写真の信憑性を考慮し、写真編集は認めない。 

７ 写真の色彩やサイズは以下のとおりとする。 

（１）写真はカラーとする。 

（２）有効画素数は小黒板の文字が判読できることを指標とする。 

（100 画素程度～300 万画素程度＝1200×900 程度～2000×1500 程度） 

 

（工事写真の提出部数及び形式） 

８ 工事写真の提出部数及び形式は、以下によるものとする。 

（１） 工事写真は電子媒体で２部提出するものとする。 

（２） 撮影箇所一覧表の「撮影頻度」に基づいて撮影した写真原本を電子

媒体に格納し、監督職員に提出するものとする。 

 写真ファイルの整理及び電子媒体への格納方法（各種仕様）「愛知

県デジタル写真管理情報基準（案）」に基づくものとする。 

なお、フィルムカメラを使用した撮影～提出とする場合は、「写真

管理基準」を参考に監督員と提出頻度等を協議の上、取扱いを定める

ものとする。 

 

（留意事項等） 

９ 別紙撮影箇所一覧表の適用について、以下の事項に留意するものとする。 

（１） 撮影項目、撮影頻度等が工事内容に合致しない場合は、監督員の指

示により追加、削減するものとする。 

（２） 施工状況等の写真については、ビデオ等の活用ができるものとする。 

（３） 不可視となる出来形部分については、出来形寸法（上墨寸法を含む）

が確認できるよう、特に注意して撮影するものとする。 
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（４） 撮影箇所がわかりにくい場合には、写真と同時に見取り図（撮影位

置図、平面図、凡例図、構造図など）を参考図として作成する。 

（５） 撮影箇所一覧表に記載のない工種については監督員と写真管理項目

を協議のうえ取扱いを定めるものとする。 

 

（その他） 

10 監督員の指示による場合は、工事写真は電子媒体に代えて工事写真帳で提

出することができるものとする。 

 工事写真帳で提出する工事写真の提出部数及び形式は、以下によるものと

する。 

（１） 写真の大きさは、サービスサイズ程度とする。ただし、監督員が指

示するものは、その指示した大きさとする。 

（２） 工事写真帳はＡ４版とし、工事完了時に１部提出する。 

（３） 工事写真帳の整理については、工種毎に別紙撮影箇所一覧表の撮影

頻度に示すものを標準とする。 

（４） 小黒板の判読が困難となる場合は、別紙に必要事項を記入し、写真

に添付して整理する。 

 

（用語の定義） 

11 撮影箇所一覧表の用語の定義は以下のとおりとする。 

適宜とは、設計図書の仕様が写真により確認できる必要最小限の箇所や枚

数のことをいう。 
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共通 写真撮影箇所一覧表 
 
区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

及
び
完
了 

着
手
前 

着手前  
全景又は代表部分写真、施

工ＢＭ、起工測量 
着手前 着手前１回 

完了 
 

 
全景又は代表部分写真 完了後 施工完了後１回 

施
工
状
況 

工事施工中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全景又は代表部分の工事

進捗状況 
月末 

月１回（毎月５日ま

でに提出の実施工

程表に添付する） 

別添 品質管理写真撮影箇所一覧表及び出来形管理写真撮

影箇所一覧表に準じて撮影。工種、種別毎に、設計図書、

施工計画書に従い施工していることが確認できるように適

宜。（品質管理写真及び出来形管理写真の区分の中で基本

的に整理する。） 

創意工夫・社会性等に関す

る実施状況 
施行中 適宜 

仮設 指定仮設 
使用材料、仮設状況、形状

寸法 
施工前後 １施工箇所に１回 

図面との不一致 
 

 

図面と現地との不一致写

真 
発生時 必要に応じて 

安
全
管
理 

安全管理 

 各種標識類の設置状況 設置後 各種類毎に１回 

 各種保安施設の設置状況 設置後 各種類毎に１回 

 交通誘導員交通整理状況 作業中 各１回 

 安全訓練等の実施状況 実施中 実施毎に１回 

使
用
材
料 

使用材料 

 

 

形状寸法、配筋（コンク

リート製品）、数量※、保

管状況※ 

使用前後 
※ 設 計 図

書 で 指 定

さ れ た 場

合 

各品目毎に１回 

 

品質証明（JIS マーク表

示）※ 
各品目毎に１回 
※試験成績表等の品質規格証

明書に替えて品質証明資料と

する場合のみ撮影 
 

 
検査実施状況 検査時 各品目毎に１回 

品質管理 
 別添 品質管理写真撮影箇所一覧表に準じて撮影 
 不可視部分の施工 適宜 

出来形管理 

 別添 出来形管理写真撮影箇所一覧表に準じて撮影 
 不可視部分の施工 適宜 

 
出来形管理基準が定め

られていない項目 
監督員と協議事項 

災
害 

被災状況 

 

 

 

被災状況 

被災規模 

被災前、 

被災直後、 

被災後 

その都度 

（可能な時） 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

事
故 

事故報告 

 

 

 

事故の状況 

発生前、 

発生直後、 

発生後 

その都度 

（可能な時） 

そ
の
他 

公害 

環境関係 

補償関係 

 

 

 

被害又は損害状況等 

発生前、 

発生直後、 

発生後 

その都度 

環境対策 

イメージアップ等 

 

 
各施設設置状況 設置後 各種毎１回 
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品質管理写真撮影箇所一覧表 
 
区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

品
質
管
理 

セメントコンク

リート（施工） 

スランプ試験 試験実施状況 試験実施中 
テストピース作成

毎に１回 

空気量測定 〃 〃 〃 

テストピース作成 作業状況 作業中 作業毎１回 

コンクリートの圧

縮強度試験※ 
試験実施状況 試験実施中 試験毎に１回 

塩化物総量規制 〃 〃 種類毎に１回 

コンクリート温度

測定 
実施状況 作業中  １施工箇所に１回 

外気温測定 〃 〃 〃 

コアによる強度試

験 
試験実施状況 試験実施中 

品質による異常が

認められた場合 

ガス圧接 
外観検査 

検査実施状況 検査実施中 検査毎に１回 
超音波探傷検査 

既製杭工 

外観検査 検査実施状況 検査実施中 検査毎に１回 

浸透探傷試験 

試験実施状況 試験実施中 試験毎に１回 

放射線透過試験 

超音波探傷試験 

水セメント比試験 

セメントミルクの

圧縮強度試験 

下層路盤 

現場密度の測定 

試験実施状況 試験実施中 

各種路盤毎に１回 

プルーフローリング 路盤毎に１回 

平板載荷試験 各種路盤毎に１回 

骨材のふるい分け

試験 

品質に異常が認め

られた場合 
土の液性限界・塑性

限界試験 

含水比試験 

上層路盤 

（粒度調整路

盤、粒度調整 

再生路盤） 

現場密度の測定 

試験実施状況 試験実施中 

各種路盤毎に１回 
粒度 

含水比試験 

平板載荷試験 

土の液性限界・塑性

限界試験 

観察により異常が

認められた場合 

※圧縮強度試験に使用したコンクリートの供試体が、当該現場の供試体であることが確認できるもの 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

品
質
管
理 

アスファルト安

定処理路盤 
 

アスファルト舗装に

準拠 
  

セメント安定処

理路盤（施工） 

粒度 

試験実施状況 試験実施中 

各種路盤毎に１回 
現場密度の測定 

含水比試験 各種路盤毎に１回 

セメント量試験 
品質に異常が認め

られた場合 

アスファルト舗

装（プラント） 

粒度 

試験実施状況 試験実施中 
合材の種別毎に１

回 

アスファルト量抽

出粒度分析試験 

温度測定 

水浸ホイールトラ

ッキング試験 

ホイールトラッキ

ング試験 

ラベリング試験 

アスファルト舗

装（舗設現場） 

温度測定 

試験実施状況 試験実施中 
合材の種別毎に１

回 

現場密度測定 

外観検査 

すべり抵抗試験 

アンカー工 

モルタルのフロー

値試験 

試験実施状況 試験実施中 

適宜 
モルタルの圧縮強

度試験 

適性試験（多サイク

ル確認試験） 

全数 確認試験（１サイク

ル確認試験） 

その他の確認試験 

補強土壁工 現場密度の測定 試験実施状況 試験実施中 

 

土質毎に１回 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

品
質
管
理 

吹付工（施工） 

塩化物総量規制  

試験実施状況 試験実施中 

配合毎に１回 コンクリートの圧

縮強度試験 

スランプ試験（モ

ルタルを除く） 品質に変化が見ら

れた場合 
空気量測定 

コアによる強度 

試験 

品質に異常が見ら

れた場合 

現場吹付法枠工

（施工） 

コンクリートの圧

縮強度試験 

試験実施状況 試験実施中 

配合毎に１回 

塩化物総量規制 

スランプ試験（モ

ルタルを除く） 品質に変化が見ら

れた場合 
空気量測定 

コアによる強度試

験 

品質に異常が見ら

れた場合 

ロックボルト引抜

き試験 
試験毎に１回 

ロープ伏工 
（ロープ掛工） 

アンカーの耐力

確認試験 
試験実施状況 試験実施中 試験毎に１回 

捨石工 

岩石の見掛比重 

試験実施状況 試験実施中 
産地又は岩質毎に

１回 

岩石の吸水率 

岩声の圧縮強さ 

岩石の形状 

道路土工（施工） 

現場密度の測定 

試験実施状況 試験実施中 

土質毎に１回 

プルーフローリング 工種毎に１回 

現場ＣＢＲ試験 
土質毎に１回 

平板載荷試験 

含水比試験 
降雨後又は含水比の変

化が認められた場合 

コーン指数の測定 
トラフィカビリテ

ィが悪い場合 

たわみ量 

プルーフローリン

グの不良箇所につ

いて実施 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

品
質
管
理 

ガス切断・切削

工 

表面粗さ 

試験実施状況 試験実施中 試験毎に１回 

ノッチ深さ 

スラグ 

上縁の溶け 

平面度 

ベベル精度 

真直度 

溶接工 

引張試験 

試験実施状況 試験実施中 

試験毎に１回 

型曲げ試験 

衝撃試験 

マクロ試験 

非破壊試験 

突合せ継手の内

部欠陥に対する

検査 

外観検査 

曲げ試験 

ハンマー打撃試

験 

外観検査が不合格

となったスタッド

ジベルについて 
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出来形管理写真撮影箇所一覧表 
 
区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

土工 

伐採・除根 施工状況 施工前後 適宜 

転石破砕 
施工状況 施工中 １施工箇所に１回 

大きさ 施工前後 転石の全て１回 

段切 
施工状況 
幅・法勾配 

〃 40ｍ毎に１回 

地盤置換 
（敷砂利） 

施工状況 
幅・深さ 

〃 
40ｍ毎に１回 
100ｍ毎に１回 

盛土 
巻出し厚 巻出し時 １施工箇所に１回 

100ｍ毎に１回 締固め状況 締固め時 

切土 施工状況 施工中 100ｍ毎に１回 

法切 施工状況 施工中 200 ㎡毎に１回 

掘削 
（床掘） 

施工状況 施工中 １構造物に１回 

土質・岩質 掘削中 土質が変わる毎に 

組合せ機械 掘削中 組合せ機械変わる毎 

岩盤清掃状況 清掃前後 １施工箇所に１回 

幅、深さ、長さ 掘削後 測点毎に１回 

埋戻し工 埋戻し厚 埋戻し時 
構造物(ﾀﾞﾑ工を除く) 
30cm 毎に１回 

残土処理 施工状況、残土量 施工前・中・後 
残土処理量の確認で
きる頻度 

無筋・鉄筋コン
クリート等構
造物 

配筋 位置、間隔、継手寸法 組立後 適宜 

型枠 
組立状況 組立中 打設毎に１回 

幅、長さ、高さ、勾配 組立後 〃 

コンクリート打設 
打継目処理状況、打設
状況、締固め状況 

施工時 
工種、種別毎に 
１回 

養生 養生状況 養生中 
工種、種別毎に１回 
養生方法が変わるご
とに１回 

コンクリートブロ
ック積（張）工 
石積（張）工 
巨石積（張）工 

胴込、 
裏込コンクリート厚 

施工中 

測点毎及び断面形状 
変化点毎に１回 

天端厚、法長又は高さ 施工後 

擁壁工（土留工） 
コンクリート・鋼
製コンクリート
板 

裏込厚、施工状況 施工中 

幅、長さ、高さ、法長 
型枠取外し後 
又は施工後 

  

管理- 127



区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

無筋・鉄筋 

コンクリート等 

構造物 

擁壁工（土留工） 

プレキャスト 

据付け状況 施工中 

測点毎及び断面形

状変化点毎に１回 

高さ 埋戻し前 

擁壁工（土留工） 

補強土壁工 

施工状況 

高さ、下側倒れ 
施工中・後 

擁壁工（土留工） 

井桁ブロック工 

天端厚、法長 施工後 

裏込め厚さ 施工中 

側溝、横断溝 幅、高さ、厚さ 型枠取外し後 
測点毎に１回又は

１施工箇所に１回 

集水桝 幅、高さ、厚さ 型枠取外し後 １施工箇所に１回 

側溝 

プレキャスト 
施工状況 埋戻し前 測点毎に１回 

管渠工 

プレキャストパイ

プ 

高さ、長さ 

据付け状況 

施工中 

埋戻し前 

20ｍ毎又は１施工

箇所２回 管渠工 

コルゲートパイ

プ 

支保工等施工状況 

布設状況 
施工中 

幅、高さ、厚さ 施工後 

函渠工 

現場打ボックス

カルバート 

幅、高さ、厚さ、長さ 

施工状況 

型枠取外し後 

施工中 
１施工箇所に２回 

函渠工 

プレキャストボッ

クスカルバート 

高さ、長さ 

据付け状況 

埋戻し前 

施工中 
１施工箇所に２回 

鉄線蛇籠 直径、長さ 施工中・後 １施工箇所に１回 

ふとん籠 幅、高さ、長さ 施工中・後 １施工箇所に１回 

基礎工 

コンクリート 幅、高さ、長さ 型枠取外し後 測点毎に１回 

切込砂利、砕石、 

割り栗石 
幅、高さ、長さ 施工後 〃 

置換 厚さ、幅 施工後 〃 

土台木 据付寸法 据付後 20ｍ毎に１回 

防護柵工 
ガードレール、ケ

ーブル、反射鏡 

建込み作業状況 施工中 
１施工箇所に１回 

幅、高さ、延長 施工後 

法面工（山腹工） 

吹付工 

コンクリート 

モルタル 

植生基材・客土 

清掃状況 清掃後 
200 ㎡毎に１回。 

ただし、法頭横方

向とは切土面の

SL5m 以上の高さか

ら外周。 

ラス、鉄網の重ね寸法 吹付前 

長さ（法長、法頭横方

向） 
施工後 

厚さ（検測孔） 吹付後 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

法面工（山腹工） 

吹付工 

種子等 

材料の使用量 混合前 １工事に１回 

長さ（法長、法頭横方

向） 
施工後 

200 ㎡毎に１回。 

ただし、法頭横方向

とは切土面の SL5m

以上の高さから外

周。 
施工状況 施工中 

法枠工 

現場吹付 

現場打 

高さ、幅、長さ（法長、

法頭横方向）、吹付枠中

心間隔 

施工後 〃 

法枠工 

プレキャスト 

長さ（法長、法頭横方

向） 
施工後 〃 

落石防止網工 幅、延長 施工後 １施工箇所に１回 

落石防止柵工 延長、支柱の高さ 施工後 
40ｍ又は１施工箇所

に１回 

柵工 

丸太・編柵 
長さ、柵高、杭間隔 施工後 

40ｍ又は１施工箇所

に１回 

山腹水路工 幅、深さ、長さ 施工後 
40ｍ又は１施工箇所

に１回 

山腹暗渠工 
直径、長さ、防水シート 埋戻前 

20ｍ又は１施工箇所

に１回 

断面深さ、埋戻状況 施工中 １施工箇所に１回 

筋工 幅、高さ、長さ、間隔 施工後 〃 

伏工 

法面整地状況 施工中 200 ㎡毎に 1 回 

長さ（法長、法頭横方向） 施工後 

200 ㎡毎に１回。 

ただし、法頭横方向と

は切土面の SL5m 以上

の高さから外周。 

ロープ伏工 
（ロープ掛工） 

岩部用アンカー削孔長 削孔後 施工本数の5%もしく

は最小本数 3 本 

（１施工箇所毎・規

格毎） 

岩部用アンカー打込角 アンカー打

込後 

主ロープ間隔 
（管理基準軸以外） 

施工後 500 ㎡につき１箇所

（１マス４辺） 

舗装工 

下層路盤工 

上層路盤工 

（粒度調整路盤

工） 

敷均し厚、転圧状況 施工中 各層毎 200ｍに１回 

整正状況 整正後 〃 

厚さ 整正後 〃 

幅 整正後 各層毎 20ｍに１回 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

舗装工 

上層路盤工 

（セメント石灰安

定処理） 

（加熱アスファル

ト安定処理） 

敷均し厚、転圧状況 施工中 各層毎 200ｍに１回 

整正状況 整正後 〃 

厚さ 整正後 

1,000 ㎡に１回 

 ※コアを採取した場

合は不要 

幅 整正後 各層毎 20ｍに１回 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

舗装工 表層工 

整正状況、幅 整正後 200ｍに１回 

タックコート、 

プライムコート 
散布時 各１回 

抜取りコアー厚さ 
コアー抜取

後 
全数量 

平坦性 実施中 １工事１回 

コンクリートダ

ム工 

 谷止工 

 床固工 

準備工 
伐開、仮ＢＭ、温度計、 

工事案内板設置 

施工後 

設置後 

１施工箇所に１回又

は１工事１回 

丁張工 
堤体、天端等の丁張板 

設置状況 
施工後 

１施工箇所に１回 

 

掘削工 

仮排水締切状況 掘削中 〃 

水替ポンプ設置状況 〃 〃 

土砂掘削状況 〃 
変化点２～３点毎に

１回 

岩盤掘削状況 掘削中・後 〃 

排岩土作業機械 掘削中 １施工箇所に１回 

掘削面仕上げ状況 〃 〃 

岩盤清掃状況 〃 〃 

掘削深、レベル確認 掘削後 〃 

堤敷部の幅、長さ 

（左右岸、堤底） 
〃 〃 

岩盤部の幅、深さ 〃 変化点毎に１回 

型枠工 

型枠組立状況（縦バタ、

横バタ、支保） 
組立時 組立毎に１回 

下幅、上幅、長さ、高さ 組立後 打設毎に１回 

足場の組立、位置の全景 〃 １施工箇所に１回 

勾配確認 〃 工種毎、打設毎に１回 

止水板の設置状況 〃 打設毎に１回 

型枠完了全景 〃 組立段階毎に１回 

コンクリート工 

コンクリート打設状況

（ホース先端、バイブレ

ー夕ー、スページング、

浮水処理等） 

施工中 
工種毎、打設毎に 

１回 

打継目処理（レイタン

ス） 
〃 〃 

挿筋の本数、配列等 〃 〃 

養生状況 〃 〃 

堤高、堤幅、堤長、放 

水路幅、袖長、法勾配 

等 

施工後 

埋戻前 
変化点毎に 1 回 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

コンクリートダ

ム工 

 谷止工 

 床固工 

仕上げ工 
表面仕上げ状況 施工中 １施工箇所毎に１回 

埋戻し作業 〃 〃 

仮設工 
仮設道、仮設建物、火薬

庫、材料置場、索道等 
工事中 〃 

鋼製ダム工 

谷止工 

床固工 

 
コンクリー卜ダム工に

準拠 
  

流路工 

（ブロック積・

石積・コンク

リート擁壁） 

 

鉄筋・無筋コンクリー

ト、ブロック積・石積・

コンクリート擁壁工、コ

ンクリートダム工に準

拠 

  

護岸工 

（ブロック積・

石積・コンク

リート擁壁） 

 〃   

防潮工 

矢板工 
変位、打込長 打込後 

40ｍ又は１施工地に

１回 

数量 〃 全数量 

防潮堤基礎工 
捨石 

高さ、天端幅、法長 施工後 40ｍ又は１施工地に

１回 

防潮堤基礎工 

現場打コンクリ

ート 

幅、高さ 
型枠取外し

後 〃 

防潮堤基礎工 

海岸コンクリー

トブロック 

数量 製作後 全数量 

ブロックの形状寸法 〃 
形状寸法変わる毎に

１回 

幅、厚さ、高さ 施工後 40ｍ又は１施工地に

１回 

防潮堤コンクリー

ト被覆工等 

天端被覆工 

裏法被覆工 

厚さ、高さ、法長 施工後 
40ｍ又は１施工地に

１回 

裏込厚さ 施工中 
40ｍ又は１施工地に

１回 

防潮堤 

現場打コンクリ

ート工 

擁壁工（土留工）に準 

拠 
  

防潮堤 

海岸コンクリー

トブロック工 

防潮堤基礎工海岸コン

クリートブロックに準

拠 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

防潮工 

防潮堤 

波返工 
幅、高さ 施工後 40ｍ又は１施工地に

１回 

防潮堤 

根固ブロック工 

消波ブロック工 

防潮堤基礎工海岸コン

クリートブロックに準

拠 

  

集水井工 

準備工 掘削機械設置状況 施工前・後 １施工箇所に１回 

掘削工 

土工に準拠   

排土状況 掘削中 土質の変わる毎１回 

直径、深さ 掘削後 １施工箇所に１回 

ライナープレート 設置状況 施工中・後 必要に応じて 

 
偏心量、長さ、巻立て幅、

巻立て厚さ 
施工後 １施工箇所に１回 

集排水ボーリン

グ工 

ボーリング 

ボーリング機械設置稼 

働状況 
施工中 各孔毎に１回 

位置、配列状況 施工後 １施工箇所に１回 

長さ、勾配、方向確認 〃 〃 

集排水 集排水状況 〃 〃 

 
削孔深さ、配置誤差、削

孔径 
施工後 １施工箇所に１回 

アンカー工 

 

施工状況 施工中 工種毎に１回 

位置、配列状況 施工後 １施工箇所に１回 

長さ、勾配、方向確認 施工前後 〃 

削孔深さ 削孔後 全数量 

配置誤差、 施工後 １施工箇所に１回 

グラウト 材料使用量 施工前後 全数量 

引張強度 試験状況 施工後 １施工箇所に１回 

植栽工等 

保安林改良 

防災林造成等 

地拵え 
施工状況（地拵、枝条等

の整理、株高） 
施工中後 

１施工地各５回程度 

植栽 

植穴の大きさ、肥料の計

量、施肥状況 
施工中 

客土の敷厚、面積 施工後 

苗木の高さ 施工前後 

植栽間隔 施工後 

肥料の数量確認 

（実袋、空袋） 
施工前後 

全景（１施工地毎）

１回 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

植栽工等 

保安林改良 

防災林造成等 

植栽 全景 施工前後 １施工地毎に１回 

堆砂工等 高さ、長さ等 〃 〃 

緑化工 

造園工 

保全林等 

地拵え 
施工状況（地拵、枝条等 

の整理、株高） 
施工中・後 随時 

植栽 

植穴の大きさ、肥料の 

計量、施肥状況 
施工中 

中高木 

 10 本に１本（樹種

毎） 

低木・玉物 

20 本に１本（樹種

毎） 

 

客土の敷厚、面積 施工後 

樹高 施工前・後 

肥料の数量確認 

（実袋、空袋） 
〃 

全景（１施工地毎） 

１回 

全景 〃 １施工地毎に１回 

支柱 径、高さ 〃 10 本に１本 

張芝 
床拵の状況、張芝（目 

串）の状況、目地間隔 
施工中・後 300 ㎡毎に１回 

その他 
幹巻、マルチング、剪定、

かん水等の状況 
〃 随時 

休養施設等 ベンチ、テーブル等 〃 〃 

保育 

下刈、除伐、 

つる切り、追肥 

施工状況 施工中 
１施工地毎に１回 

ただし、１施工地の面

積が１ha を超える場

合は１ha 毎に１回 

全景及び部分 施工前・後 

本数調整伐 

枝落し 

受光伐 

施工状況 施工中 

全景及び部分 施工前・後 

簡易丸太筋工 全景 施工前・後 １施工地毎に１回 

橋梁下部工関係 

刃口金物製作工 
刃口高さ 

外周長 
仮組立時 １施工箇所に１回 

鋼製橋脚製作工 

原寸状況 原寸時 
１脚に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 

仮組立寸法 

（撮影項目は適宜） 
仮組立時 

１脚に１回 

又は１工事に１回 

既製杭工 

（既製コンクリー

ト杭〉 

（鋼管杭） 

（Ｈ鋼杭） 

偏心量 打込後 全数量 

根入長 打込前 １施工箇所に１回 

数量 打込後 全数量 

杭頭処理状況 
処理前、

中、後 
１施工箇所に１回 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

橋梁下部工関係 

場所打杭工 

根入長 施工中 全数量 

偏心量 打込後 全数量 

数量、杭径 打込後 全数量 

杭頭処理状況 
処理前、中、

後 
１施工箇所に１回 

鉄筋組立状況 組立後 １施工箇所に１回 

深礎工 

根入長 掘削後 全数量 

偏心量 

数量 
施工後 全数量 

ライナープレート設置

状況 
掘削後 １施工箇所に１回 

土質 掘削中 
土質の変わる毎に１

回 

鉄筋組立状況 組立後 全数量 

オープンケーソン

基礎工 

沓 据付後 １基毎に１回 

ケーソンの長さ 

ケーソンの幅 

ケーソンの高さ 

ケーソンの壁厚 

偏心量 

鉄筋組立状況 

設置後及び

型枠取外し

後 

１ロット毎に１回 

載荷状況 載荷時 １基に１回 

封鎖コンクリート 

打設状況 

中埋状況 

施工時 １基に１回 

ニューマチックケ

ーソン基礎工 

沓 据付後 １基毎に１回 

ケーソンの長さ 

ケーソンの幅 

ケーソンの高さ 

ケーソンの壁厚 

偏心量 

鉄筋組立状況 

設置後及び

型枠取外し

後 

１ロット毎に１回 

載荷状況 載荷時 １基に１回 

封鎖コンクリート 

打設状況 

中埋状況 

施工時 １基に１回 

鋼管矢板基礎工 

沓 据付後 １基毎に１回 

根入長 

偏心量 

鉄筋組立状況 

設置後 １基毎に１回 

載荷状況 載荷時 １基に１回 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

橋梁下部工関係 

鋼管矢板基礎工 

封鎖コンクリート 

打設状況 

中埋状況 

施工時 １基に１回 

橋台躯体工 

厚さ 

天端幅（橋軸方向） 

敷幅（橋軸方向） 

高さ 

胸壁の高さ 

天端長 

敷長 

型枠取外し

後 
全数量 

橋脚躯体工 

（張出式） 

厚さ 

天端幅 

敷幅 

高さ 

天端長 

敷長 

型枠取外し

後 
全数量 

橋脚躯体工 

（ラーメン式） 

厚さ 

天端幅 

敷幅 

高さ 

長さ 

型枠取外し

後 
全数量 

橋脚フーチング工

（Ⅰ型・Ｔ型） 

幅 

高さ 

長さ 

型枠取外し

後 
全数量 

橋脚フーチング工

（門型） 

幅 

高さ 

型枠取外し

後 
全数量 

橋脚架設工 

（Ⅰ型・Ｔ型） 
架設状況 架設中 

架設工法が変わる毎

に１回 

橋脚架設工 

（門型） 
架設状況 架設中 

架設工法が変わる毎

に１回 

現場継手工 継手部のすき問 施工後 １施工箇所に１回 

鋼橋上部工関係 

桁製作工（仮組立

による検査を実施

する場合） 

※シミュレーショ

ン仮組立検査も含

む 

※シミュレーショ

ン仮組立検査の場

合は仮組立寸法を

省略 

原寸状況 原寸時 
１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 

仮組立寸法 

（撮影項目は適宜） 
仮組立時 

１橋に１回又は１工

事に１回 

桁製作工（仮組立

検査を実施しない

場合） 

原寸状況 原寸時 
１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

鋼橋上部工関係 

桁製作工（鋼製堰

堤製作工（仮組立

時）） 

仮組立寸法 

（撮影項目は適宜） 
仮組立時 

１基に１回 

又は１工事に１回 

検査路製作工 
原寸状況 原寸時 

１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 

鋼製伸縮継手製作

工 

原寸状況 原寸時 
１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 整作中 適宜 

仮組立寸法 仮組立て時 
１橋に１回 

又は１工事に１回 

落橋防止装置製作

工 

原寸状況 原寸時 
１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 

鋼製排水管製作工 
原寸状況 原寸時 

１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 

橋梁用防護柵製作

工 

原寸状況 原寸時 
１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 

橋梁用高欄製作工 
原寸状況 原寸時 

１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 

鋳造費 

（金属支承工） 

（大型ゴム支承

工） 

製作状況 製作中 適宜 

アンカーフレーム

製作工 

仮組立寸法 

（撮影項目は適宜） 
仮組立時 

１橋に１回又は１工

事に１回 

工場塗装工 

材料使用量（塗料缶） 使用前後 全数量 

ケレン状況（塗替） 施工前後 スパン毎、部材別 

塗装状況 塗装後 
各層毎１スパンに 

１回 

塗膜厚測定 測定時 １スパンに１回 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

鋼橋上部工関係 

クレーン架設工等 架設状況 架設中 
架設工法が変わる毎

に１回 

現場塗装工 工場塗装工に準拠   

床版・横組工 

幅、厚さ、 

鉄筋の有効高さ 

鉄筋のかぶり 

鉄筋間隔 

打設前後 １スパンに１回 

支承工 

（鋼製・ゴム） 
支承取付状況 取付後 １スパンに１回 

伸縮装置工 

（ゴムジョイン

ト） 

（鋼製フィンガ

ー） 

設置状況 設置後 １スパンに１回 

地覆工 幅、高さ、有効幅員 施工後 １施工箇所に１回 

防護柵・高欄 高さ、長さ 施工後 １施工箇所に１回 

検査路工 幅、高さ 施工後 １施工箇所に１回 

コンクリート橋

上部工関係 

プレビーム用桁製

作工 

原寸状況 原寸検査時 
１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 

仮組立寸法 仮組立時 
１橋に１回 

又は１工事に１回 

プレテンション桁

製作工（購入工） 

（けた橋） 

（スラブ橋） 

断面の外形寸法 

橋桁のそり 

横方向の曲がり 

製作後 １スパンに１回 

ポストテンション

桁製作工 

シース、 

ＰＣ鋼材配置状況 
打設前 桁毎に１回 

幅（上）、幅（下）、高

さ 

型枠取外し

後 
桁毎に１回 

中詰め及びグラウト状

況 
施工後 １スパンに１回 

プレキャストセグ

メント製作工（購

入工） 

断面の外形寸法 製作後 １スパンに１回 

プレキャストセグ

メント主桁組立工 
組立状況 組立時 １スパンに１回 

プレビーム桁製 

作工（現場） 

原寸状況 原寸時 
１橋に１回 

又は１工事に１回 

製作状況 製作中 適宜 

仮組立寸法 

（撮影項目は適宜〉 
仮組立時 

１橋に１回 

又は１工事に１回 
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区分 工種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 

出
来
形
管
理 

コンクリート橋

上部工関係 

プレビーム桁製作

工（現場） 

幅 

高さ 

型枠取外し

後 
桁毎に１回 

ＰＣホロースラブ

製作工 

シース、ＰＣ鋼材配置状

況 
打設前 桁毎に１回 

幅 

厚さ 

型枠取外し

後 
桁毎に１回 

中詰め及びグラウト状

況 
施工時 １スパンに１回 

ＰＣ箱桁製作工 

シース、ＰＣ鋼材配置状

況 
打設前 桁毎に１回 

幅（上） 

幅（下） 

高さ 

型枠取外し

後 
桁毎に１回 

内空幅 

円空高さ 
型枠設置後 桁毎に１回 

中詰め及びグラウト状

況 
施工時 １スパンに１回 

ＰＣ押出し箱桁製

作工 

シース、ＰＣ鋼材配置状

況 
打設前 桁毎に１回 

幅（上） 

幅（下） 

高さ 

型枠取外し

後 
桁毎に１回 

内空幅 

円空高さ 
型枠設置後 桁毎に１回 

中詰め及びグラウト状

況 
施工時 １スパンに１回 

クレーン架設工 

等 

鋼橋クレーン架設工等 

に準拠 
  

床版・横組工 

幅、厚さ、 

鉄筋の有効高さ 

鉄筋のかぶり 

鉄筋間隔 

打設前後 １スパンに１回 

支承工 

（鋼製・ゴム） 
支承取付状況 取付後 １スパンに１回 

落橋防止装置工 
アンカーボルト孔の削

孔長 
削孔後 全数量 
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